
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和５年１０月４日 １２：５５～１３：４５ 

 

２ 学 年  第３学年２組 （男子１７名 女子１７名 合計３４名） 

 

３ 場 所  本館３Ｆ ３年２組教室 

 

４ 単元について 

○ 教材観 

本単元は，第１学年では，比例，反比例を学習し，第２学年では，一次関数を学習している。

いずれにおいても，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する

力を漸次高めてきている。第３学年では，この学習の上に立って，具体的な事象における二つの

数量の変化や対応を調べることを通して，関数 について考察する。その際，表，式，グラ

フを相互に関連付けながら，変化の割合やグラフの特徴など関数の理解を一層深める。そして，

これらの学習を通して，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察

することができるようにする。また，日常の事象や社会の事象には既習の関数では捉えられない

関数関係があることを学習することにより，関数の概念の広がりを実感できるようにし，中学校

における関数についての学習内容を一層豊かにするとともに，後の学習の素地となるようにする。 

 

○ 生徒観 

本学級の生徒は，自分の意見や考えを持っているにも関わらず、発表を積極的に行えない生徒が多

い。しかし、班活動の話合いなどでは自分の意見を周りの生徒に交流して意見交換をすることが定着

できている。事前アンケートを以下の表にまとめました。 

アンケート内容 肯定的解答 否定的解答 

１．C「関数」分野の学習は理解できますか ６２％ ３８％ 

２．授業中に個人で考えを持つことができているか ７６％ ２４％ 

３．自分の考えを発表・説明することができますか ４４％ ５６％ 

４．話合い学習で自分の考えが深まりますか ７９％ ２１％ 

５．話合い学習で自分の意見を伝えることができますか ７６％ ２４％ 

６．ICT 機器を用いる授業は分かりやすいですか。 ７９％ ２１％ 

アンケート結果から、【質問１. 「関数」分野の学習は理解できますか】では，「関数」分野を理解

していると答えた生徒の割合がやや高い。そして、個人や話合い学習の中で意見交換することができ

ている。しかし、【質問３. 自分の考えを発表・説明することができますか】では，数学全般の分野に

対して発表したり，言葉で説明したりする生徒が苦手であることが分かった。 
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本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

（教科）課題発見解決力（学校）主体性，コミュニケーション能力  

 

 

「      」  
～  身の回りにある放物線はどんな関数か調べよう  ～ 



○ 指導観 

指導に当たっては，生徒観でのアンケート結果から考えていく。「関数」分野が得意と答えている

生徒の割合がやや高い。そして，個人や班で考えることができているが，発表や説明することが苦手

である。その手立てとして発表原稿の型を作るなど発表が苦手な生徒への支援をしながらペアワーク

や班活動・クラス内への発表を積極的に取り入れていく。また「関数」では，日常生活との結びつき

が難しいと考えたので，生徒自身が放物線と思うものを取り上げ，その事象が本当に放物線なのかと

いう調べ学習を「単元を貫く問い」にすることで，日常生活と結びつくように工夫した。 

 

５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は，「表現力，コミュニケーション能力，主

体性」である。この目指す資質・能力を育成するためには，各教科・領域等の授業における「展開場

面」において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に，生徒が

主体的に活動するためには，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え，

研究を重ねている。 

本単元においても，本校では「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」を行い，少人数班で

考えを何度も練り直させ，思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタイ

ルをとっている。 

授
業
の
展
開
の
場
面
で
（
ミ
ニ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
を
使
用
し
て
） 

資質・ 

能力 

意欲・態度 知識・スキル 

主体性 

（自己を認識する力， 

自分の人生を選択する力） 

コミュニケーション能力 

（表現する力） 

レ
ベ
ル
１ 

 

〇課題に対して，自分の考え

を持ち，取り組もうとして

いる。 

（書く・話す・表現

speak） 

〇自分の考えや意見を，

自分のことばで表現す

ることができる。 

（聞く） 

〇相づちを打ちながら，

途中で口をはさまず，

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問するこ

とができる。 

レ
ベ
ル
２ 

 

〇課題に対して，自分の考え

を持ち，自ら進んで取り組

もうとしている。 

（書く・話す・表現 tell） 

〇自分の考えや意見を根

拠を挙げて，相手を意

識しながら，適切な方

法で表現することがで

きる。 

（聴く） 

〇相手の話の組み立てや

構造を考え，話の意図

や要点を整理しながら

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて，内容を深

めるために，質問がで

きる。 

レ
ベ
ル
３ 

 

〇自ら課題を見つけ，自分の

考えを持ち，よりよい方法

を選択し，自ら進んで取り

組もうとしている。 

（書く・話す・表現 talk） 

〇自分の考えや意見を，

根拠を挙げて分かりや

すくまとめ，目的や場

に応じて，適切な方法

で論理的に表現するこ

とができる。 

（訊く） 

〇相手の考えについて，

根拠の信頼性を判断し

ながらきき，話された

内容と自分の意見をふ

まえて共通点や疑問点

を明確にし，相手にた

ずねることができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問をした

後に，自分の意見を述

べ，内容をさらに深め

ることができる。 

レ
ベ
ル
４ 

やりたいことを自ら見つけ，

分析し，（大人の力も借りなが

ら）自分たちで実行できる。 

少数意見を尊重しながら，臨機応変に対応し，話合い活動ができる。 



６ 単元目標 

○ 関数 について理解している。事象の中には関数 として捉えられるものがあることを知 

っている。いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解している。（知識・技能） 

  関数 として捉えられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，グラフを 

相互に関連付けて考察し表現することができる。関数 を用いて具体的な事象を捉え考察し，表現 

することができる。（思考。判断・表現） 

関数 のよさを実感して粘り強く考え，関数 について学んだことを生活や学習に生か

そうとしたり，関数 を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたりしてい

る。（主体的に取り組む態度） 

 

７ 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・関数 について理解して

いる。 

・事象の中には関数  と

して捉えられるものがあること

を知っている。 

・いろいろな事象の中に，関数

関係があることを理解してい

る。 

・関数 として捉えられ

る二つの数量について，変化や

対応の特徴を見いだし，表，式，

グラフを相互に関連付けて考察

し表現することができる。 

・関数  を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現するこ

とができる。 

・関数 のよさを実感し

て粘り強く考え，関数  

について学んだことを生活や学

習に生かそうとしたり，関数 

 を活用した問題解決の

過程を振り返って評価・改善し

ようとしたりしている。 



８ 指導計画（全１８時間） 

教科・領域の本質的な問い 

・身の回りの事象や物を関数 で表すことができるか。 

過
程 

時
間 

学習内容 
重 
点 

記 
録 

評価規準 
資質・能力 
（評価方法） 

課
題
の
設
定 

１ 

はどんなグラフ

なのだろうか。 

知 〇 関数  について生活か

ら学習に生かそうとする態度

が見られる。 

【主体性】（記述分析） 

単元を貫く問い（探究課題の萌芽） 

自分の好きな身の回りの放物線がどんな関数になるか調べよう。 

情
報
収
集 

２ 
表から関数 を読

み取ろう 

知  関数 の表の特徴を捉

えることができる。 

 

３ 
関数 を文章から

作成しよう 

知  問題文から，関数 の

式を立てることができる。 

 

４ 
・ 
５ 
・ 
６ 

関数 の表からグ

ラフを作成しよう。 

知 〇 関数 のグラフ（a>0，

a<0）を書くことができる。 

【知識・技能】小テスト 

７ 
・
８ 
・
９ 

関数 の値の変化

からグラフの特徴を探そ

う。 

思  関数 のグラフ（a>0，

a<0）の特徴から，変化の様

子を数値で捉えることがで

きる。 

 

１０ 

日常生活での変化の割合

が意味していることを理

解しよう。 

思  関数  を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現する

ことができる。 

 

整
理
・
分
析 
・ 
実
行 

１１ 
・ 
１２ 
・ 
１３ 
 

自分の調べたい放物線の

関数を調べる。 

【本時（１３時間目）】 

態 〇 関数  を活用した問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしたりして

いる。 

【課題発見解決能力】 

（発表・スライド） 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

１４ 
・ 
１５ 
・ 
１６ 

身の回りの問題など関数

を利用して解決

しよう。 

思 〇 身 の 回 り の 問 題 を 関 数

のよさを利用して

様々な事象を調べることが

できる。 

【思考・判断・表現】 

小テスト 

整
理
・
分
析 
 

１７ 

運送業者の料金のグラフ

の読み取りができる。 

思 〇 関数  を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現する

ことができる。 

【コミュニケーション能

力】（記述分析） 



 

 

 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ○自分の調べたい放物線の関数を調べ，研究結果を発表しよう。 

（２）本時の評価規準 

  ・自分の好きな放物線を調べて、その放物線がどんな関数になっているのかをスライドにまとめ

て発表し、他の事象と比べることができている。 

（３）準備物 

  ・電子黒板，クロムブック 

 

（４）学習の流れ（１３時間目／全１８時間） 

振
り
返
り 

１８ 

調べたい放物線の２つの

数量の関係から放物線を

求めることができる。 

思 〇 二つの数量について，変化や

対応の特徴を見いだし，表，

式，グラフを相互に関連付け

て考察し表現することができ

る。 

【課題発見解決能力】 

（発表・スライド） 

単元を貫く問いの終結 

 身の回りの物や物事の事象で放物線（関数 ）を使われていること，表せられることがあるこ

とを実感できる。  

過

程 学習活動 

指導上の留意事項（〇） 

予想される生徒の反応（・） 

支援を要する生徒への手立て

（◆） 

評価規準〔観点〕 

★資質・能力【評

価方法】 

 １ 課題の把握［５分］ 

 

導

入 

これまで習った関数 の知識・特 

徴から，日常生活の放物線を調べて，発 

表する。 

 

ルーブリック評価を生徒に提示する。 

 

 

 

 

 

◇既習事項を確認させる。 

◆生徒のスライドを確認し,実

態把握をしておく。 

 

 

 

 ２ 課題の探究［３６分］ 

展 

開 

 

 

生徒の発表 

4人班×９班分  

（1 班につき 3 分を想定） 

 

○同じ事象を調べていても関数

が違うことがあるかも知れない

ことを伝える。 

・同じ野球の打球の事を調べた

が，ホームランとセカンドフラ

イの関数が違う。 

[主体的] 

 

 

 

ねらい  自分の調べた日常生活の放物線の研究結果を発表する。 

学習課題 自分の好きな身の回りの放物線がどんな関数になのか発表しよう！ 



 

ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

（１１時間目／全１８時間で生徒に提示する。） 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 自分の好きな放物線を調べて、その放物線がどんな関数になっているの

かをスライドにまとめて発表し、他の事象と比べることができている。 

B（合格） 自分の好きな放物線を調べて、その放物線がどんな関数になっているの

かをスライドにまとめて発表することができている。 

C（乗り越えさせたい実態） 自分の好きな放物線を調べて、その放物線がどんな関数になっているの

かをスライドにまとめて発表できていない。 

（５）板書計画  

 

 ３ 次の探究に向けて。５分］ 

 時間と距離が変化する事象につい

て，その変化の様子を関数で考えて

いくことを伝える。 

 

◆スライドの型を用意してお

く。 

〔観点〕態度 

★ 主体的 

（評価方法） 

スライド・発表 

 ５  まとめ。［４分］ 

ま 

と 

め 

○振り返りを書く。 

 

 

 

 

 

  

単元名  

  

ねらい  

 

学習課題  

生徒の振り返りの例 

・同じ事象の放物線を調べても，関数に違いがあり面白かった。 

 私たちが普段使用している物の中にも放物線の形をしているものがあることが分

かった。 

学習課題 身の回りの放物線がどんな関数になっているのか発表しよう！ 

ねらい  自分の調べた日常生活の放物線の研究結果を発表する 


